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１．はじめに  

 マスコンクリートの温度ひび割れは，構造物の耐久性や水密性に悪影響を及ぼすため，設計・施工段階に

おける温度ひび割れ制御は重要な課題である．特に下水道施設は部材寸法が大きく，高い水密性が要求され

ることから，設計段階の温度ひび割れ制御を義務づけていることが多い．この場合の温度ひび割れ制御は，

ひび割れ指数の目標値を定めて行われるが，対策工に多額の費用が計上されることも少なくない．筆者らは，

設計段階における温度ひび割れ制御について検討する中で，ひび割れ指数とひび割れ幅の目標値をそれぞれ

独立させて設定し，施工時の経済性と設計段階における利便性に着目した方法を提案している． 

本報告ではこの制御法の概要を述べると共に，精度面や利便性の点で有意な，従来の統計的方法を修正し

た温度ひび割れ幅の計算式を紹介する． 

２．従来の温度ひび割れ対策の概要と問題点 

 マスコンクリートの温度ひび割れ対策としては，従来よりひび割れ誘発目地の設置，膨張材の使用，低発

熱型セメントの使用などが実施されてきた．これらの制御の前提となる温度応力解析は，日本コンクリート

工学協会(以下 JCI という)の CP(Compensation Plane)法によることが多い．ある地方公共団体の下水道施設

においては，ひび割れ制御のためのひび割れ指数の目標

値を 1.20 と設定している．ところが，もともと大断面の

下水道施設に対して，ひび割れ指数のみに着目して検討

を行うと，ひび割れ制御に複数の対策を組み合わせても

目標値を満足出来ないことが多く，対策費用が高額にな

り経済性の点でも負担が大きくなることが指摘されてい

る。また，温度ひび割れ対策としてひび割れ誘発目地を

採用する事例があるが，高い水密性が要求される下水道

施設への使用に慎重な意見も出ている． 

３．提案する温度ひび割れ制御法の概要  

 マスコンクリートの温度ひび割れ制御において，壁状

層状打設の場合の温度応力が短時間で推定できる点で

CP 法の果たす役割は大きい．また，現在の CP 法は層状

打設の場合に精度の良い外部拘束係数が同定されており，

簡便さの割に計算精度も高いと言える。この点で，筆者

らが提案する温度ひび割れ制御法も，温度応力解析を CP

法に基づき実施することにしている．具体的には，図-1

の検討フローの中で，ひび割れ指数の目標値(1.20)とひ

び割れ幅の目標値(0.20mm)を独立させて設定し，ひび割

れ指数が目標値を満足しない場合に，ひび割れ幅の計算

を行う手順を提案するものである．              図-1 ひび割れ解析の検討フロー 
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表-1  ひび割れ幅の比較 

４．修正統計的方法による温度ひび割れ幅の計算式の提案  

 温度ひび割れ幅の計算式

には，①ひび割れ指数の関

数として定式化した JCI

「マスコンクリートのひび

割れ制御指針 2008」におけ

る(解 4.2.4)式，②小野 1)の

統計的方法によるひび割れ

幅の算定式，③3 次元 FEM

ひび割れ幅法などがある．

この内，本提案では②の統

計的方法による式を採用し

ている．ここで，③3 次元

解析は解の信頼性は高いも

のの，時間的にも経済的に

も負担が大きいといえる．

また，筆者らは，ひび割れ

指数はひび割れ発生と発生

確率とを関連づけたもので，

ひび割れの発生の状態(ひ

び割れ幅や本数)を関連づ

けたものではないと考え，

①の JCI の式を採用してい

ない． 

以上から本提案では，この統計的方法による温度ひび割れ計算

式に 3 次元 FEM ひび割れ法(JCMAC3：JCI マスコンクリートソ

フト作成委員会で作成されたソフト)の解析結果を関連づけ，修正

統計的方法として式(1)を導き使用している． 

 次に，この修正統計的方法の有用性を確認するために実測値と

の比較を行った．この結果を表-1 に示す．なお表-1 には，図-2
の JCMAC3 の結果も併記している．表-1 において，修正統計的

方法によるひび割れ幅と実測値のそれとの差は小さく，精度面で

の問題点は少ないものと判断している． 
５．おわりに   
 温度ひび割れ制御において，経済性の点で有利な対策は，ひび

割れ制御鉄筋の配置と考えられる．本提案は，CP 法における温度

応力解析に続き，修正統計的方法によるひび割れ幅の算定やひび

割れ制御鉄筋量の検討が容易に行える利便性を有している．  

 今後，温度ひび割れ制御に取り組む中で，本提案の有用性を確認していきたい． 
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図-2  JCMAC3 による解析モデル 
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